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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第73期

第１四半期累計期間
第74期

第１四半期累計期間
第73期

会計期間
自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日

自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日

自　平成23年４月１日
至　平成24年３月31日

売上高（千円） 1,198,068 1,369,867 5,222,810

経常利益（千円） 71,770 95,491 335,792

四半期（当期）純利益（千円） 35,603 66,102 179,303

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
－ － －

資本金（千円） 655,200 655,200 655,200

発行済株式総数（千株） 8,800 8,800 8,800

純資産額（千円） 1,477,765 1,665,356 1,622,077

総資産額（千円） 4,236,376 4,118,645 4,132,504

１株当たり四半期（当期）純利益金額

（円）
4.05 7.52 20.39

潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益金額（円）
－ － －

１株当たり配当額（円） － － 2.5

自己資本比率（％） 34.9 40.4 39.3

営業活動によるキャッシュ・フロー

（千円）
123,747 108,888 50,830

投資活動によるキャッシュ・フロー

（千円）
△10,465 △32,518 △154,767

財務活動によるキャッシュ・フロー

（千円）
△26,028 △222,141 △44,787

現金及び現金同等物の四半期末（期

末）残高（千円）
747,978 366,229 512,000

（注）１　当社は連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移については記

載しておりません。

２　売上高には消費税等は含まれておりません。

３　持分法を適用した場合の投資利益につきましては、関連会社がないため記載しておりません。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　

２【事業の内容】

　当第１四半期累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変更

はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業

等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

　

(1）業績の状況

　当第１四半期累計期間におけるわが国の経済は、東日本大震災からの復興需要等を背景として緩やかに回復しつつ

あるものの、欧州政府債務危機による海外景気の下振れや円の高止まり、デフレの長期化等から、先行きは不透明な

状況の中で推移しました。雇用情勢につきましても持ち直しの傾向は見られるものの、震災の影響もあり依然として

厳しい状況が続いております。

　当社はこのような状況の中、各事業で拡販に努めた結果当第１四半期累計期間の売上高は1,369百万円と前年同四

半期比171百万円（14.3％）の増加となりました。

　利益面につきましては、売上総利益が306百万円と前年同四半期比40百万円（15.4％）の増加、営業利益は79百万円

と前年同四半期比23百万円（41.0％）の増加、経常利益は95百万円と前年同四半期比23百万円（33.1％）の増加、四

半期純利益は66百万円と前年同四半期比30百万円（85.7％）の増加となりました。

　

　セグメントの業績は、次のとおりであります。

① 電力通信部門

　電力通信部門においては、売上高・利益ともに増加しました。

　その要因として架線金物では、震災以降、設備投資の抑制傾向が続いており、当社の関連する配電用製品も減少傾

向にありましたが、ＳＧ（高耐食性）メッキ製品については着実に評価され売上を伸ばしております。また、通信

業界においては、通信網拡大工事による需要はあるものの、売上高・利益ともに減少しました。

　一方、鉄塔・鉄構については、電力向け大型鉄塔の建替え工事等が堅調に推移したため、売上高・利益ともに増加

しました。

　この結果、売上高は1,101百万円と前年同四半期比137百万円（14.3％）の増加となり、セグメント利益は162百万

円と前年同四半期比27百万円（20.7％）の増加となりました。

　

② 建材部門

　建材部門においては、東日本大震災からの復興に伴い、設備投資に回復の動きが見られ始めました。こうした中、

当社においては前事業年度に受注済みの物件の前倒し施工等により売上高・利益ともに増加しました。

　この結果、売上高は268百万円と前年同四半期比33百万円（14.4％）の増加となり、セグメント利益は6百万円と

前年同四半期比1百万円（33.6％）の増加となりました。

　

(2）財政状態の分析

（総資産）

　総資産は、前事業年度末に比べ13百万円減少し4,118百万円となりました。これは、主に売上債権96百万円、繰延税金

資産26百万円、前払費用9百万円の増加と、短期借入金の返済等による現金及び預金145百万円の減少によるもので

す。

（負債）

　負債は、前事業年度末に比べ57百万円減少し2,453百万円となりました。これは、主に仕入債務93百万円、未払費用67

百万円の増加と、短期借入金の減少200百万円、退職給付引当金19百万円の減少によるものです。

（純資産）

　純資産は、前事業年度末に比べ43百万円増加し1,665百万円となりました。これは、主に四半期純利益を66百万円計

上したことによる増加と、配当金計上による減少21百万円によるものです。この結果、有利子負債比率（D/Eレシオ）

は0.2倍と良好な水準にあります。
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(3）キャッシュ・フローの状況の分析

　当第１四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前事業年度末に比べ145百万円

減少し366百万円となりました。

　

　当第１四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は108百万円（前年同四半期比14百万円の減少）となりました。これは、主に償却・税

引前利益を125百万円計上したことと未払費用67百万円の増加、法人税等の支払額61百万円、退職給付引当金19百万

円の減少によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は32百万円（前年同四半期比22百万円の増加）となりました。これは、主に固定資産

の取得による支出31百万円によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は222百万円（前年同四半期比196百万円の増加）となりました。これは、主に短期借

入金の返済による支出200百万円と配当の支払による支出17百万円によるものです。

　

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はありま

せん。

　

(5）研究開発活動

　当第１四半期累計期間における研究開発活動の金額は、16百万円であります。

　なお、当第１四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 28,000,000

計 28,000,000

　

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成24年６月30日）

提出日現在発行数
（株）

（平成24年８月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 8,800,000 8,800,000

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

単元株式数は1,000株であ

ります。

計 8,800,000 8,800,000 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成24年４月１日～　

平成24年６月30日
－ 8,800 － 655,200 － 221,972

　

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成24年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　　　　5,000
－ －

完全議決権株式（その他）
普通株式　　　　

8,789,000
8,789 －

単元未満株式（注） 普通株式　　　　6,000 － １単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数 8,800,000 － －

総株主の議決権 － 8,789 －

（注）　「単元未満株式」の株式数の欄には、当社所有の自己株式が608株含まれております。

　

②【自己株式等】

　 平成24年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

株式会社大谷工業

東京都品川区西五反田７丁

目22番17号
5,000 － 5,000 0.06

計 － 5,000 － 5,000 0.06

　

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１　四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、四半期財務諸表等規則第４条の２第２項により、四半期キャッシュ・フロー計算書を作成しております。　

 

２　監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間（平成24年４月１日から平成24年

６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

 

３　四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

前事業年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 512,000 366,229

受取手形及び売掛金 ※1
 1,366,605

※1
 1,462,703

商品及び製品 399,432 418,475

仕掛品 397,617 371,351

原材料及び貯蔵品 129,216 142,555

繰延税金資産 63,943 87,507

その他 13,376 23,556

貸倒引当金 － △2,375

流動資産合計 2,882,191 2,870,003

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 184,354 184,881

機械及び装置（純額） 276,808 280,596

土地 498,685 498,685

リース資産（純額） 28,108 23,682

その他（純額） 50,342 50,921

有形固定資産合計 1,038,298 1,038,767

無形固定資産 37,476 35,535

投資その他の資産

投資有価証券 78,256 74,261

その他 109,366 113,890

貸倒引当金 △13,085 △13,813

投資その他の資産合計 174,537 174,338

固定資産合計 1,250,313 1,248,642

資産合計 4,132,504 4,118,645
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(単位：千円)

前事業年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成24年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,059,340 1,152,589

短期借入金 500,000 300,000

未払費用 210,482 278,368

未払法人税等 64,919 53,375

設備関係支払手形 27,410 56,385

その他 78,369 76,242

流動負債合計 1,940,523 1,916,961

固定負債

退職給付引当金 453,458 433,721

役員退職慰労引当金 64,880 61,096

リース債務 10,782 6,470

その他 40,783 35,038

固定負債合計 569,904 536,327

負債合計 2,510,427 2,453,288

純資産の部

株主資本

資本金 655,200 655,200

資本剰余金 221,972 221,972

利益剰余金 746,346 790,462

自己株式 △1,045 △1,045

株主資本合計 1,622,472 1,666,588

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △394 △1,231

評価・換算差額等合計 △394 △1,231

純資産合計 1,622,077 1,665,356

負債純資産合計 4,132,504 4,118,645
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(2)【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

売上高 1,198,068 1,369,867

売上原価 932,735 1,063,592

売上総利益 265,332 306,274

販売費及び一般管理費 208,589 226,284

営業利益 56,743 79,990

営業外収益

受取利息 85 80

受取配当金 2,023 2,015

作業くず売却益 12,471 9,177

不動産賃貸料 1,950 1,950

雑収入 1,946 4,127

営業外収益合計 18,477 17,351

営業外費用

支払利息 2,650 1,839

雑損失 800 10

営業外費用合計 3,451 1,850

経常利益 71,770 95,491

特別損失

固定資産除売却損 471 1,519

投資有価証券評価損 7,969 3,460

特別損失合計 8,440 4,979

税引前四半期純利益 63,329 90,511

法人税、住民税及び事業税 50,275 51,343

法人税等調整額 △22,548 △26,934

法人税等合計 27,726 24,409

四半期純利益 35,603 66,102
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 63,329 90,511

減価償却費 34,505 34,553

貸倒引当金の増減額（△は減少） 368 3,103

退職給付引当金の増減額（△は減少） 2,023 △19,736

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 1,512 △3,784

受取利息及び受取配当金 △2,109 △2,096

支払利息 2,650 1,839

有形固定資産除売却損益（△は益） 471 1,519

投資有価証券評価損益（△は益） 7,969 3,460

売上債権の増減額（△は増加） 300,934 △96,097

たな卸資産の増減額（△は増加） △239,993 △6,116

仕入債務の増減額（△は減少） 19,731 93,248

その他 34,102 70,022

小計 225,494 170,427

利息及び配当金の受取額 2,109 2,096

利息の支払額 △2,653 △2,297

法人税等の支払額 △101,203 △61,337

営業活動によるキャッシュ・フロー 123,747 108,888

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △9,300 △31,368

投資有価証券の取得による支出 △1,465 △301

出資金の回収による収入 － 100

貸付けによる支出 － △1,532

貸付金の回収による収入 300 583

投資活動によるキャッシュ・フロー △10,465 △32,518

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） － △200,000

配当金の支払額 △21,236 △17,700

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △4,791 △4,441

財務活動によるキャッシュ・フロー △26,028 △222,141

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 87,253 △145,771

現金及び現金同等物の期首残高 660,724 512,000

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 747,978

※1
 366,229

EDINET提出書類

株式会社大谷工業(E01425)

四半期報告書

11/16



【会計方針の変更】

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

　当社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産について、改

正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　なお、この変更による損益への影響は軽微であります。

　

【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

※１　四半期会計期間末日満期手形

　四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、当四半期会計期間末日が金融期間の休日でしたが、満期日に

決済が行われたものとして処理しております。当四半期会計期間末日満期手形の金額は、次のとおりであります。

　
　

前事業年度
（平成24年３月31日）

当第１四半期会計期間
（平成24年６月30日）

受取手形 20,587千円 27,197千円

　

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第１四半期累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日）

現金及び預金 747,978千円 366,229千円

現金及び現金同等物 747,978千円 366,229千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月23日

定時株主総会
普通株式 26,383 3.0平成23年３月31日平成23年６月24日利益剰余金

　

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月27日

定時株主総会
普通株式 21,985 2.5平成24年３月31日平成24年６月28日利益剰余金

　

（持分法損益等）

　該当事項はありません。

　

（企業結合等関係）

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

１. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

　 電力通信部門 建材部門 合計

売上高 　 　 　

外部顧客への売上高 963,025 235,042 1,198,068

セグメント間の内部売上高又

は振替高
－ － －

計 963,025 235,042 1,198,068

セグメント利益 134,663 4,904 139,568

　

２. 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

　 （単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 139,568

セグメント間取引消去 －

全社費用（注） △82,825

四半期損益計算書の営業利益 56,743

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

１. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

　 電力通信部門 建材部門 合計

売上高 　 　 　

外部顧客への売上高 1,101,000 268,866 1,369,867

セグメント間の内部売上高又

は振替高
－ － －

計 1,101,000 268,866 1,369,867

セグメント利益 162,522 6,554 169,077

　

２. 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

　 （単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 169,077

セグメント間取引消去 －

全社費用（注） △89,086

四半期損益計算書の営業利益 79,990

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　

EDINET提出書類

株式会社大谷工業(E01425)

四半期報告書

13/16



（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 4円5銭 7円52銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 35,603 66,102

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 35,603 66,102

普通株式の期中平均株式数（千株） 8,794 8,794

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

厚生年金基金からの脱退

当社は、総合設立型の厚生年金基金（東京都電設工業厚生年金基金）に加入しておりますが、退職給付制度の総合的

な見直しの一環として、平成24年７月17日開催の取締役会において、本年９月の基金の定例代議員会の脱退承認決議を

前提に同基金から任意脱退することを決議いたしました。

これに伴い、脱退時特別掛金の負担の発生が見込まれておりますが、その負担金額については、本年９月の基金の定

例代議員会の脱退承認決議後に確定する予定であります。

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　
　

平成24年８月９日
　

株式会社大谷工業

　

　取締役会御中　

　

　

有限責任監査法人　ト　ー　マ　ツ 　  

　
　
 　  　 　  

　

指定有限責任社員

　

業務執行社員

 公認会計士 青柳淳一 印

　  　  　 　  

　

指定有限責任社員

　

業務執行社員

 公認会計士 山本千鶴子 印

　

　

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社大谷工

業の平成２４年４月１日から平成２５年３月３１日までの第７４期事業年度の第１四半期会計期間（平成２４年４月１

日から平成２４年６月３０日まで）及び第１四半期累計期間（平成２４年４月１日から平成２４年６月３０日まで）に

係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記につい

て四半期レビューを行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を

表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半

期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論　

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社大谷工業の平成２４年６月３０日現在の財政状態並びに同日をもって終

了する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　
　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。
２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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